












































































































































































の規模は2.4 x 3.0， 1. 4 x 














































東西に長い 3x 3聞の建物で，面積は約 55m2を測る。別の 1棟は鋳造遺構群から約80m南に位
















































































































































































































































[池名称J 1新池， 2今池， 3潰池， 4寺池， 5西ノ池， 6長池， 7寺池， 8西池， 9蓮池， 10樋野ケ池，
11ノドガ池， 12大泉池， 13穴池， 14尻池， 15青池， 16浜塚池， 17下ノ池， 18鰹野池， 19松室池， 20小治ケ
池， 21今池， 22広池， 23上池， 24頭泉池， 25下津池， 26奉回池， 27加呂登池， 28平池， 29尻池， 30大池，
31北池， 32東池， 33尻ノ池， 34清堂池， 35宮ノ池， 36増池， 37地蔵池， 38阿湯戸池， 39九頭神池， 40蓮池，
41太鼓池， 42鍋田池， 43出ジボ池， 44大座間池， 45長池， 46森池， 47寺池， 48城池， 49堂池， 50松池， 51 
菅池，52/J、督池， 53鴨池， 54埴池， 55細池， 56吉田池， 57神殿池， 58西池， 59菅池， 60奥池， 61白池， 62 
横枕池， 63清意之坊池， 64小池， 65下ノ青池， 66上ノ青池， 67細池， 68長池， 69芦池， 70石池， 71大池，
72座王蔵池， 73寺池， 74中ノ池， 75桂池， 76宮路池， 77大池， 78小池， 79小出山池， 80国分池， 81落池，
82城ケ池， 83花田池， 84星谷池， 85大津池， 86加古里池， 87前池， 88西池， 89東池， 90三保池， 91前池，
92更池， 93蓮池， 94宮ノ池， 95田池， 96下土塔池， 97上土塔池， 98羽室池， 99灰原池， 1∞坊池， 101更ケ
池， 102コマケ池， 103中池， 104上代ケ池， 105寺池， 106笠田池， 107こそ池， 108剣池， 109祈池， 110掛
池， 111松池， 112美濃池， 113前池， 114平池， 115芋池， 116船渡池， 117平尾新池， 118石池， 119高池，
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中世では大宰府史跡第65-2次調査 (11世紀)，日置荘 (HKS-9)遺跡 (13世紀)，平安京左









の鉄浮・羽口・炭を含む 1 辺 2~3mを超える方形土坑も確認された。軽野正境遺跡では 5 x 3 
mと1辺 2m程度の不定型土坑が隣接・重複して14基以上検出されている。
近世では堺環濠都市 (SKT153) 遺跡 (16世紀末~17世紀中葉)，北花田口 (KHG-2) 遺跡
(100) 



































































規模をみると， 75m2程度が2棟，35~40m2程度が 5 棟， 20m2 以下が 9 棟となり，それぞれ南北
の2群に同比率で配置される。中世農村の住居規模については，伊藤鄭爾氏が伊勢国泊浦村江向



























































も常滑窯の措鉢と考えられる。それぞれ1は12世紀後半， 2が13世紀後半， 3~5 は14世紀前半
に比定される。 6• 7は東濃系の査器系皿・碗で7は白土原 1号窯期にあたり，やはり13世紀後









































































































































































































































(1 ) 坪井良平 1984 1歴史考古学の研究』 ビジネス教育出版社・ 1989 1党鐘と考古学』 ビジネス教
育出版社・ 1991 1党鐘の研究』 ビジネス教育出版社・ 1970 1日本の焚鐘』 角)'1書庖
(2) 網野善彦 1972 i真継文書にみえる平安末~南北朝の文書についてJ1名古屋大学文学部研究論集，
史学』・ 1973 i真継文書にみえる室町期の文書JII名古匡大学文学部研究論集，史学」・ 1974 1真継文
書にみえる戦国朝の文書付J1名古屋大学文学部研究論集，史学』・ 1975 i中世中期における鋳物舗
の存在形態J1名古屋大学文学部研究論集，史学』・ 1976 i中世都市論J1講座 日本歴史JI7 岩波
書庖・ 1982 i中世初期における鋳物師の存在形態J1名古屋大学日本史論集(上)JI吉川弘文館・ 1983
「中世の鉄器生産と流通J1講座・日本技術の社会史』第5巻株式会社日本評論社・ 1986 i河内日
置荘と中世鋳物師J1河内鋳物師の歴史と技術』 美原町・ 1986 i中世の旅人たちJu"週刊朝日百科
目本の歴史JI 6 朝日新聞社
(3) 河音能平 1975 i蔵人所の全国鋳物師支配の成立過程J1美原の歴史JI1号 美原町教育委員会・
1977 i鎌倉前期河内鋳物師の一風貌J1美原の歴史JI3号 美原町教育委員会
(4) 石野亨 1977 1鋳造技術の源流と歴史』産業技術センター・ 1986 iわが国鋳造技術の史的
変遷J1河内鋳物師の歴史と技術』 美原町
(5 ) 五十川仲矢 1982 i京都大学教養部構内 AP22区の焚鐘鋳造遺構J1京都府埋蔵文化財情報』第5
号・ 1988 i鴨東白河の鋳造工房一京都大学構内の鋳造に関する遺跡一J1京都大学構内遺跡調査研究
年報昭和60年度』・ 1989 i遺跡から見た古代・中世の党鐘鋳造技術J1河内鋳物師の技術と歴史』
美原町・ 1991 i中世白河の鋳造工房J1京都大学埋蔵文化財調査報告JIIV 
(6 )石野亨 1977 1鋳造技術の源流と歴史』産業技術センター。「烏丸神社社附鍋子丸旧蹟」
1927 1大阪府史跡名勝天然記念物』第1冊
(7) 尾上実 1984 1観音寺遺跡第一次発掘調査概要』大阪府教育委員会・(財〕大阪文化財センター。
中村淳磯ほか 1986 1松原市観音寺遺跡第2次発掘調査概要』大阪府教育委員会・(財〉大阪文
化財センター
(8) 山本彰ほか 1986 1真福寺遺跡』大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センター。山本彰
1990 i真福寺遺跡の焚鐘鋳造遺構についてJ1党鐘の音は時を越えて」 美原町。福岡澄男 1985 
「河内鋳物師の里J1図説発掘が語る日本史』第四巻(近畿編〉株式会社新人物往来社。鋳型と製
品の推定については五十川伸矢氏のご教示を得た。
(9) 市本芳三ほか 1987 1太井遺跡〔その 1)JI 大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センター。鋤柄俊
夫ほか 1987 1太井遺跡(その 2)JI 大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センター。松山 聡ほか
1987 1太井遺跡(その 3)JI 大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センター。鋤柄俊夫ほか 1990 
『太井遺跡(その 4)・日置荘遺跡(その 1ー 2)JI 大阪府教育委員会・(財)大阪文化財センター。鋤
柄俊夫 1990 i太井遺跡の鋳造遺構についてJ1焚鐘の音は時を超えて』 美原町。美原町教育委員
会の調査成果については庖丁道明・泉谷博幸氏のご教示・ご協力をいただいた。
(10) 金光正裕ほか 1988 1日置荘遺跡(その 1)JI 大阪府教育委員会・(財〕大阪文化財センター。鋤柄
俊夫ほか 1988 1日置在遺跡(その 2)JI 大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センター。江浦洋ほ
か 1988 1日置荘}単跡(その 3)JI 大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センター。入江正則 1988 
『日置荘遺跡〔その 4)JI 大阪府教育委員会・(財)大阪文化財センター。小野久隆ほか 1989 1日置
荘遺跡(その 5)JI 大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センタ一。入江正則 1990 1日置荘遺跡〔そ
の2-2・その 6)Jl 大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財センター。入江正則 1991 1日置荘遺跡
(その 2-3・6-2)JI 大阪府教育委員会・〔財〉大阪文化財センター。績伸一郎 1991 1日置荘
遺跡発掘調査概要報告-HKS-9地点・堺市日置荘原寺町215-1ー JI(堺市文化財概要報告第21冊)
(11) 橋本久和 1974 i中世村落の考古学的研究J1大阪文化誌JI1巻2号
(12) 原口正三 1977 i古代・中世の集落J1考古学研究JI92 
(13) 奥野義雄 1977 i中世集落と住居形態の前提をめぐってJ1大阪文化誌JI2巻3号
(14) 石神恰 1979 i各地の古代末から中世に至る遺跡についてJ1和気』和気遺跡調査会
(15) 坪之内徹 1981 i中世における墳墓と葬制(5)J1摂河泉文化資料JI 6ー 5
219 
国立歴史民俗博物館研究報告第48集 (1993)
(16) 中井均 1987 1中世城館の発生と展開J~物質文化j] 48。畿内以外では橋口定志 1988 1中世
方形館を巡る諸問題J~歴史評論j] 454。水藤真 1989 1村や町を囲むことJ~国立歴史民俗博物館
研究報告J第四集。千田嘉博 1991 1村の城館をめぐる五つのモデルJIr年報中世史研究』第16号な
ど
(17) 広瀬和雄 1986 1中世への胎動J~岩波講座 日本考古学j]6 
(18) 佐久間貴土 1985 1中世の開発と集落J~歴史科学j] 99・100合併号。 19851畿内の中世村落と匡
敷地J~ヒストリア』第 109 号。また畿内以外では坂井秀弥氏が広い視点にたった考察を進めている
(1985 1頚城平野古代・中世開発史の一考察J~新潟史学』第18号〉。
(19) 橋本久和 1981 1大阪府における中国陶磁器の出土状況J~貿易陶磁研究j] No.1など。また宇野
隆夫は土器類総体について詳細な分析から遺跡の個別性を提示している (19881越中の国府・荘家・
村落J~高井悌三郎先生喜寿記念論集歴史と考古学j])。
(20) 浜谷正人 1988 ~日本村落の社会地理』のなかで村落の統合などによる「ムラの空間類型的変化」
が説明されている。
(21) 広瀬和雄 1988 1中世村落の形成と展開J~物質文化j] 50 
(22) 島田次郎 1963 1荘園村落の展開J~岩波講座 日本歴史j]6 
(23) 関口垣雄 1975 1中世前期の民衆と村落J~岩波講座 日本歴史j]5 
(24) 島田次郎ほか 1961 1中世村落をめぐって一大会討議一J~地方史研究j] 49 
(25) 小山靖憲 1987 1日本中世村落史の課題と方法J~中世村落と荘園絵図」 東京大学出版会
(26) 原田信男 1988 1中世の村落景観J~村落景観の史的研究』八木書底
(27) 木村礎 1988 1展望J~村落景観の史的研究』八木書庖
(28) 吉岡康暢編 1983 ~東大寺領横江庄遺跡』 松任市教育委員会・石川考古学研究会
(29) 図15は土地条件図による表記であるが，日下雅義氏によれば (1980 I1依羅池J付近の微地形と古
代における池溝の開削J1歴史時代の地形環境』古今書院)，段丘下位面が中位段丘，段丘低位面が低
位段丘と沖積段丘，谷氏平野と氾濫平野の分離など，記述に違いがみられる。小論では足利健亮・桑
原公徳 1985 12 松原市の地形J~松原市史』第 1 巻に従い，本文では日下氏の表現を使用してい
る。服部昌之 1976 1美原町周辺の地形J1美原の歴史」第2号 美原町教育委員会
(30) 森浩一 1978 1生産の発展とその技術J~大阪府史』第 1 巻




(33) 金田章裕 1985 ~条里と村落の歴史地理学的研究』 大明堂
金田章裕 1985 1中世の村落J~村落と開発講座考古地理学』第 4 巻学生社
(34) 金田章裕 1971 1奈良・平安期の村落形態についてJ~史林』第54巻第 3 号
金田章裕 1978 1平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用J~史林」第61巻第 3 号








(36) 高重 進 1954 1弘福寺領山田郡田図の集落とその比定J~史学研究j] 55 広島史学研究会など
(37) 賓月圭吾 1950 ~中世濯瓶史の研究』 目黒書居。高重進 1972 1古代中世の濯瓶と空海の満










(41) 水野章二 1985 r中世村落と領域構成JiI日本史研究dJ271 
(42) 福島雅蔵 1967 r狭山池JiI狭山町史』第1巻
(43) 福島 1967 前掲書註39
(44) 堺市役所 1971 iI堺市史』続編第1巻より第1編第3章「律令国家の形成と堺J，第3編第 2章
文献および調査を伴う溜池
名称 所在地 i形式(時期寸
渇り池 大阪狭山市岩室 谷 1498 
北池 1 1 1583 
尻屋池 λ， 1 1601 
上池 11 I! 1652 
芦池 1 I! 1661 
永谷池 1 1 1645 
見取池 1 11 1686 
長池 か半田 1614 
にごり池 1 1612 
出口池 ノ/ 1619 
宮谷池 か 莱英木新田 1673 
今池 1 1619 
青谷池 11 1619 
西青谷t也 11 1619 
そうそう溜池 か半田 1637 
鉢ケ坪沼池 11 1639 
油田溜池 11 1637 
みちゃ溜池 1 1638 
青塚溜池 11 1638 
六右衛門溜池 11 1619 
新池 堺市菩提 皿 1612 
新池 汐日置荘西村 皿 1614 
前ケ池 1 皿 I! 
今池 1 原寺
剣池 11 谷
つむり池 か南花田 谷 年数知れず
穴ヶj池 11 皿 ノア
米崎池 11 皿 11 
大泉池 ノ 谷 1 
頭泉池 11 谷 11 
新池 11 皿 文禄
轟池 グ南野田 1621 
かこ池 11 1621 
道池 ノ 1621 
丈六池 グ丈六 谷 1263以前
長池 か石原町 東西 謙倉
大海池 松原市三宅 1600 
深淵池 11 1600 
正面池 11 小川 1693 
三つ池 11 1694 
稚児ヶ池 1 松ケ丘 11世紀以前
新池 立部
三保池 美原町大饗 血 18世紀
落池 11 皿 1607 
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たとされる。なお，図18の水路は前掲書註42を基にしている。
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(69) 黒山郷自体の領域の広さも指摘されている。水野正好 1978 1河州丹南八上両郡境長和寺小考」
『美原の歴史』第3号
(70) 地名辞典























N市町 遺跡名 171819両丙江14阿川 主な遺物腕地土器) 1 主な詩寸文献
1 37 -32l1 大津道(Noω 1 1 1 1 中世須恵器 包含層 13 
2 4 蔵前町 1 1 1 1 中世散布地 54 
3 61 -1 船堂町 61 6 61 6 中世集落 54 
4 13 -2 船堂東(No.159) 2 溝 32 
5 10 -5 南花田 1 1 包含層 55 
5 12 5 南花田 24 26 墨書土器 井戸，溝，建物 17 
5 12 -5 南花田(7工区〕 4 溝，土坑 34 
5 12 -6 南花田 72 72 21 2 井戸，建物，溝 17 
5 13 -4 南花田(6工区〕 32 白磁碗 溝，井戸，土坑 34 
6 15 3 東花田 集落 54 
7 16 -1 正殿 1 1 1 1 1 平安~中世散布 54 
地
9 18 -1 布忍(No.37) 4 土坑，ピット 39 
9 20 -1永興寺跡(No.111) 81 8 4 井戸，土坑 23 
9 21 一3布忍(No.73) 8 土坑，ピット 32 
10 20 5八子池(No.98) 1 包含層 16 
11 20 6南新町(No.98) 1 1 包含層 16 
11 21 6南新町(No.102) 8 土坑，ピット 32 
11 22 5南新町(No.93) 1 包含層 13 
11 22 6南新町(No.72) 241 25 25 墨書土器 建物，土坑，井 39 
戸，溝
12 28 4高見の里 1 2 21 2 21 2 21 2 2 縄文~中世集落 54 
13 37 -1上田町(No.113) 4 溝 39 
13 37 -2上田町(No.145) 11 7 71 7 溝，ピット，土 32 
坑
13 37 -3上田町(No.144) 431 43 白磁 井戸，溝，土坑， 32 
ピット，屋敷?
13 38 -1上田町(No.39) 10 ピット 39 
13 38 -2上田町(No.110) 161 16 17 建物，溝，土坑 39 
13 39 -2上回町(No.100) 21 2 溝 39 
14 丹比柴篠宮跡 土師器「て」字血 6 
14 311 -9 丹比柴篠宮跡 1 包含層 13 
(No.65) 
14 321 -4 丹比柴篠宮跡 1 1 包含層 16 
(No.42) 
14 341-11 丹比柴篠宮跡 1 1 白磁碗 包含層，土坑 16 
(No.132) 
14 341-12 丹比柴簸宮跡 61 6 1 青磁他 包含層，井戸 32 
(No.70) 
14 361 -9 丹比柴篠宮跡 1 1 青磁碗 包含層，鯉野池 16 
(No.73) 疑13世紀以前
14 361-1 1丹比柴議官跡 21 2 海 16 
(No.65) 
14 361-1 1丹比柴簸宮跡 1 青磁碗 包含層 23 
(No.139) 
14 371 -1丹比柴簸宮跡 50 151 15 溝，建物跡，土 23 
(No.15) 坑
14 37 ←3 丹比柴簸宮跡 21 2 白磁碗，須恵器~，瓦 溝，ピット 23 
(No.144) 
14 371 -6 丹比柴篠宮跡 50 溝，土坑， ピッ 32 
(No.151) ト
14 37 ←8 丹比柴簸宮跡 2 溝 23 
(No.49) 




Nι~1_y 1 遺跡名 1718191101竺112113114恒凶 主な遺物(除在地土器)主な遺構 同
14 381 -21丹比柴蟻宮跡 1 中世~近世包含 13 
(No.79) 層
14 381-10 丹比柴篠宮跡 6 ピット 16 
(No.39) 
14 381-10 丹比柴篠宮跡 31 3 1 溝 23 
(No.134) 
14 381-12 丹比柴篠宮跡 24 建物跡 32 
(No.56) 
14 381-12 丹比柴篠宮跡 21 2 土坑 23 
(No.8l) 
14 391-12 丹比柴篠宮跡 1 包含層 16 
(No.91) 
16 42 3西大塚 41 4 41 4 4 中世集落 54 
18 11-12 新金岡吏池 401 40 401 40 平安後期瓦，瓦器鍋 建物遺構群 2 
18 11-13 新金岡更池 1 近世陶磁器 4 
18 11-13 新金岡更池 1 10 土坑，溝，井戸 7 
18 2ア金問更池 122 102 541 32 白磁碗，明染付，備前揺鉢，青磁
土坑，井戸 51 
碗，魚住鉢，丹治系?瓦
18 31-13新金岡更池 108 152 103 5魚住鉢， 常滑~， 青磁碗， 鋳型土坑，溝，井戸 50 
(130r15世紀〕
19 18 -14 中村町 1 1 1 1 中世散布地 54 
20 20 10 河合 24124 墨書土器 溝 24 
20 21 10 河合 2 ピット 24 
21 43 -10 観音寺 1 12 白磁 井戸 10 
21 43 11 観音寺〔第l調査区〕 12漆器椀 溝 18 
21 43 12 観音寺〔第2調査区〉 108 144 魚住鉢，白磁碗 建物群，区画溝 18 
21 43 12 観音寺 2 瓦器足釜，石鍋，魚住鉢，白磁碗南北大溝 11 
V類
21 43 13 観音寺〔第3調査区〉 6 48 196 12 魚住鉢，炉壁(14世紀〉 建物群 18 
21 43 14 観音寺(第4調査区〕 24 961160 160 261 24 土師器杯「丹比郡J，炉壁(14・15建物群，区画溝 18 
世紀〉
21 43 -15 観音寺〔第5調査区〕 264 建物群，潜 18 
21 43 16 観音寺〈第6調査区〉 120 4 201 20 竪穴住居，建物， 18 
溝，新池〔ー 2m)
21 44 -92 観音寺 2 溝 10 
21 44 10 観音寺 1 埋没谷 10 
23 11-17 長曽根 240 72 4 421 42 建物群 53 
23 11-17 長曽根 41 4 青磁椀 集落 42 
24 51-19 金岡神社 371 37 建物 31 
24 6 
思
41 20 161 2 堀 12 
26 18 3 21 2 21 2 2 中世集落 54 
27 36 1 21 2 21 2 2 中世集落 54 
28 41 14i.:s'zJfll(No.92) 10 炭，焼土 土坑，ピヲト 13 
28 42 131.:s'Ll1l(No.132) 21 2 白磁 土坑 23 
29 42 1 961 96 平安社寺 54 
30 18 -1金岡 136 魚住褒 ピット群，土坑， 15 
溝
31 17 一21石原町北 21 2 21 2 2 中世集溶 54 
32 22 -24 小寺 151 15 1 青磁碗，白磁碗V類，魚住鉢 5間建物跡，落 22 
込み
32 22 一25小寺 30 溝，石敷，建物 49 
跡
33 22 -22 八下 1 1 包含層 56 




No.IXlyl 遺跡名 l2_18: 110 111112113 ~叫16 1 主な遺物〔除在地土器) 1 主な遺構 |蛾
33 31 211八下(No.34) 6 井戸，溝，ピット 13 
34 36 -20丹南 21 2 21 2 2 中世集落 54 
35 421-19 丹上 61 6 61 6 須恵器 建物跡 49 
35 431-18 丹上 1 1 白磁碗W類・口禿皿1 須恵器 溝 29 
35 431-19 丹上 501118 建物跡，包含層 20 
35 431-19 丹上 2 溝 49 
35 431-20 丹上 1 1 溝 20 
35 431-21 丹上 2 溝 20 
35 431-22 丹上 2124 72 6 建物跡 21 
35 431-23 丹上 21 10 172 2 建物跡 21 
35 431-24 丹上 2 1 2 建物跡 21 
35 431-25 丹上 2 2 21 24 建物跡 21 
35 441-20 丹上 2 溝 20 
35 441-21 丹上 24 建物跡 20 
36 161-27 石原町(第2地区) 1 1 1 溝 41 
36 161-28 石原町(第1地区) 1 2 61 2 2 備前，青磁蓮弁碗，白磁碗 溝，長池堤下部 41 
から瓦器碗(1)
36 171-27 石原町(第3地区〉 1 1 溝 41 
36 171-28 石原町(第4地区〉 1 1 溝 41 
36 171-30 石原町(第5地区〉 1 1 溝 41 




近世雑器 近世包含層 40 
36 241-28石原町 2 溝，包含層 40 
36 241-29石原町 2 溝，包合層 40 
37 281-28長和寺 961 96 平安社寺 54 
38 271-30大饗城土塁跡 96 中世城館 54 
39 271-32 八坂神社 48 南北朝社寺 54 
40 251-33 域岸寺城跡 48 石敷遺構，礎石 54 
建物
43 171-36 日置荘西町 21 2 2 井戸，土坑， ピ 9 
ット
44 111-45 日置荘西町窯跡群 1 包含層 38 
44 121-45 日置荘西町窯跡群 1 包含層 38 
44 131-45 日置荘西町窯跡群 1 1 1 魚住鉢 包含層 38 
45 91-43 日置荘 12 1 漆器椀 井戸 48 
45 11 -43 日置荘西町窯跡群 21 2 魚住鉢 土坑 44 
45 16 -43 日置荘Mトレンチ 6 青磁碗 墓 37 
45 17 -43 日置荘Lトレンチ 168 721288 288 集落 37 
45 18 -42 日置荘Kトレンチ 2 集落 36 
45 18 -42 日置荘Kトレンチ 52 集落 37 
45 19 -41 日置荘 72 32 青磁碗，鋳型(13世紀〕 井戸，不定形土 52 
坑，建物跡
45 19 ~::I 日置荘 I トレンチ 21320 64 津，炉壁，白磁四耳査碗，青磁集落，墓，溶解 36 
碗・皿，魚住鉢，常滑婆，備前?炉
45 20 日置荘G.Hトレン 24 羽口，炉壁，青磁碗・皿，常滑・ 集落 36 
チ 備前~.査・指鉢，白磁碗・査
45 20 42 日置荘G.Hトレン 21 10 541 54 魚住揺鉢，石臼，輸入陶器壷，瀬集落 36 
チ 戸平碗卸皿・水注・鉢





45 1221-401日置荘Eトレンチ 511102 86 浮，鋳型，石鍋，炉壁，須恵器， 集落 36 
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青磁碗，白磁碗，皿・合子・萱
45 22 -41 日置在Eトレンチ 108 108 魚住鉢，山茶碗，常滑主主・措鉢， 集落 36 
備前掻鉢，信楽査，瀬戸皿・碗
45 23 -40 日置荘D トレンチ 6172 魚住掻鉢，青磁碗，白磁皿，常滑館 36 
~，砥石，羽口，炉壁
45 24 39 日置荘Bトレンチ 1 1 青磁 集落 35 
45 24 40 日置荘Cトレンチ 261104 不定型土坑，集 35 
落
45 25 -38 日置荘 1 須恵器短頚査 49 
45 25 -39 日置荘Bトレンチ 2 279 279 集落 35 
45 25 -40 日置荘Cトレンチ 須恵器 溝 35 
45 25 40 日置荘 2 ピット 49 
45 26 38 日置荘 34 291 29 井戸，溝， ピッ 49 
ト阿部
45 29 36 日i萱荘 401184 102 48 鋳型(12世紀)，浮 区画溝，建物， 44 
土坑群，井戸
45 27 38 日置荘A トレンチ 501 48 241 24 区画溝，土坑 35 
45 27 39 日置荘Aトレンチ 36 土坑，井戸 35 
46 31 41 太井 120 須恵器 竪穴住居跡，建 43 
物跡
46 32 35 太井 1 包含層 49 
46 32 -36 太井1. Jトレンチ 50 津 建物，津集中 28 
46 33 36 太井Hトレンチ 144 96 新羅土器 建物，井戸，溝 27 
46 33 36 太井Hトレンチ 201 30 浮， 羽口， 土甘塙， 石千昔 建物，井戸，溝， 27 
鋳造土坑
46 33 -36 太井 601 22 建物跡，溝 49 
46 33 -37 太井Iトレンチ 2 浮 浮集中 28 
46 33 干41太弁 201 20 井戸 49 
46 33 -37 太井Gトレンチ 24 1 建物 27 
46 34 36 太井Gトレンチ 2 溝 27 
46 35 35 太井Eトレンチ 24 建物 27 
46 36 34 太井D トレンチ 2 26 建物 26 
46 36 35 太井Fトレンチ 2 流路 26 
46 36 37 太井 1 包含層 49 
46 37 33 太井 84184 12 竪穴，ピット群， 46 
溝
46 37 33 太井Bトレンチ 2 6 浮，銭貨 流路 26 
46 37 -34 太井Cトレンチ 901 90 瀬戸鉄車由瓶子，輸入陶器査 井戸，竪穴 26 
46 38 -33 太井Bトレンチ 2 4 浮，銭貨(10世紀〉 流路 26 
47 38 32 真福寺4工区 61120 1 1 106 2褐紬囚耳壷，浮，鋳型 瓦窯，白炭窯， 19 
鋳造土坑，建物
47 39 29 真福寺 1 1 包含層 49 
47 39 30 真福寺 21 2 溝 49 
47 39 -31 真福寺3工区 2 2 21 44 白磁碗 建物， i茸 19 
47 40 30 真福寺 1 49 
47 41 28 真福寺1工区 近世雑器 近世池堤 19 
47 41 29 真福寺2工区 121 12 建物 19 
48 47 27 郡戸 1 1 包含層 30 
49 33 一26大保 40 建物，溝 54 
49 33 -27 大保 40 建物，溝 54 
49 34 -25 大保 201 20 建物，自然流路 49 
49 34 26 大保 40 建物，溝 54 
49 34 27大保 40 建物，溝 54 
49 35 建物，自然流路 49 
51 39 -33黒山廃寺 24 瓦，瓦塔 石敷遺構 5 
226 
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52 40 
調
961 96 奈良社寺 54 
53 46 96 奈良社寺 54 
54 38 1 1 包含層 49 
54 39 2 2 溝 49 
55 41 41 4 溝 B 
55 42 -43 平尾 200 200 建物群 1 
55 43 -44 平尾 1 1 包含層 3 
59 181-50 丈六大池 1 1 1 1 褐粕四耳萱，白磁碗 包含層 47 
59 丈六大池 1 1 1 1 白磁j碗 包含層 47 
60 251-51 北野田 中世集落 54 
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(75) 方眼による分析とその問題については，奥野隆史 1977 Ir計量地理学の基礎』 大明堂。その実際
については藤本利治 1989 r中世城館分析にみる地域性JIr歴史時代の集落と交通路」 地人書房に
よっている。
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現地資料 E足洗遺跡][金井遺跡B区Jj]。赤熊浩一 1991 r埼玉県金井遺跡B区の調査J1鋳造遺跡
研究会資料』









(107) 本項の技術的な面は，酒井良太郎・柴田孝夫 1955 IF新制鋳造作業法』 オーム社，木下禾大
1970 IF鋳造工学概論』 日刊工業新聞社，堤信久ほか 1970 IF鋳造工場設備j](鋳造技術講座14)
日刊工業新聞社，を参考にした。
(108) 朝倉秋冨 1986 r青銅製品 付その鋳造関係J1倉吉の鋳物師』倉吉市教育委員会
(109) 五十川 1991 前掲書註90
(110) 山本信夫 1990 r太宰府を中心とした鋳物生産遺構についてJIF党鐘の音は時を超えて」美原町。






(113) 板倉勝高 1970 r真継鋳物師の分布と残存形態JIF歴史地理紀要j]12 
(114) 門脇尚子 1986 r鋳物師と地域社会とのかかわりJ1倉吉の鋳物師』倉吉市教育委員会
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(115) 近藤雅樹 1988 I三俣の鳴り物作り 鋳造作業とその空間JIi'近江の鋳物師.!l2 滋賀県教育委員
会補註3参照
(116) このうち北群の 1棟は 5間1面と考えられる。







称が上層住人に限られている例を述べている (1980 I中世の技術と手工業者の組織(2 荘，郷居住
手工業者と給免田)JIi'岩波講座 日本歴史6.!l)。
(119) 宮川 満 1979 I地頭および土豪層の動向と悪党JIi'大阪府史』第3巻。河音能平 1984 I畿内
在地領主の長者職についてJIi'中世封建社会の首都と農村』東京大学出版会
(120) その意味で神南備の種松の屋敷(岩波書庄 1988 I宇津保物語1 吹上J1日本古典文学大系.!l10) 
についても類似した規模で考えられないであろうか。
(121) 前掲書註21 山口県教育委員会 1980 1下石田遺跡』でも同様な傾向が示されている。
(122) 仲川 靖 1988 I近江八幡市久郷屋敷跡の掘立柱建物群についてJ1滋賀考古学論叢』第4集。葛
野泰樹 1990 I近江の中世集落についてJ1日本歴史.!l10月号




(124) 永原慶二 1985 I中世の社会構成と封建制J1講座 日本歴史Jl4 東京大学出版会。上島有
1970 I庄民の構成JIi'京郊庄園村落の研究』塙書房。黒田俊雄 1962 I鎌倉時代の荘園の勤農と農
民層の構成(上)J1歴史学研究dINo.261・1962 I鎌倉時代の荘園の勤農と農民層の構成〔下)JIi'歴史
学研究.!lNo.262 
(125) 小山靖憲 1987 I初期中世村落の構造と役割JIi'中世村落と荘園絵図』東京大学出版会
(126) 網野 1982 前掲書註2 渡辺澄夫 1970 I結論畿内庄園の基礎構造J1増訂畿内庄園の基礎
構造』下吉川弘文館
(127) 網野 1982 前掲書註2
(128) なおこの鋳物師の階層的組織については，網野善彦氏が大河直拐氏の(Ii'番匠 ものと人間の文化




大工丹治国高と多々羅座別に列大工10人の名前が記されている(坪井良平 1970 前掲書註 1)。
(129) 前掲書註113
(130) 広瀬和雄氏は(前掲書註21)さらに小規模な建物の階層も仮定しており (20m2程度)，それを下人
クラスとすれば， この住居はし、わゆる「小百姓身分」にあたることになる(河音能平 1984 I丹波
園田能庄の百姓とその「縁共」についてJIi'中世封建社会の首都と農村」 東京大学出版会〉。
(131) 赤羽一郎 1984 Ii'常滑焼』 ニューサイエンス社
(132) 拙稿 1985 I中世信濃の東海系移入雑器JIi'考古学と移住・移動Jl(同志社大学考古学シリーズ n)
(133) 田口昭二 1983 !美濃における白姿と山茶椀JIi'美濃陶磁歴史館報.!ln 土岐市
(134) 藤沢良祐 1984 I“古瀬戸"概説JIi'美濃陶磁歴史館報dII 土岐市
(135) 吉岡康暢 1987 I中世陶器の生産経営形態JIi'国立歴史民俗博物館研究報告第.!l 12集・ 1989 I北
東日本海域における中世陶磁の流通JIi'国立歴史民俗博物館研究報告』第四集ほか
(136) 森浩ーほか 1956 I大阪府高石町伽羅端遺跡調査報告JIi'古代学研究.!l15・16号








(141) 1とあわせて渡部明夫氏のご教示による。渡部明夫 1980 r讃岐国の須恵、器生産についてJIF鏡山
猛先生古希記念 古文化論孜』。渡部明夫・田村久雄・町川義晃 1980 r綾南町陶窯跡群採集の須恵
器JIF香川史学』第9号
(142) 鈴木康之氏のご教示による。また伊藤 晃氏・上西節雄氏・荻野繁春氏にもご教示いただいた。
(143) 福岡県早良区田村遺跡出土の鉢とあわせて，吉岡康暢氏のご教示による。福山市教育委員会 1983 
「鎌山遺跡JIF福山市文化財年報(昭和57年度)Jl19。他に案胴部片であるが，外面に平行条線叩き，
内面に刷毛目を残す製品も見られ，やはり瀬戸内東部産と考えられる。補註1参照
(144) 吉岡康暢 1985 r経外容器からみた初期中世陶器の地域相JIF紀要J第14号石川県立郷土資料館
(145) 前掲書註138
(146) 坪井良平 1973 前掲書註1
(147) 山本・狭川前掲書註101
(148) 豊田 武 1935 r大和の諸座績篇(中)JIF歴史地理』第66巻2競・ 1936 r中世の鋳物業(上)JIF歴
史地理』第67巻第1号日本歴史地理学会・ 1936 r中世の鋳物業(下)JIF歴史地理』第67巻第2号
日本歴史地理学会・ 1944 IF中世日本商業史の研究』岩波書庖・ 1985r中世手工業の性格Jr金属工




































原 寺 778 0.66 1183 A 
西 804 0.95 847 A 
ゴヒ 355 0.44 809 A 
丹 南 675 0.84 804 A 
中 村 1138 1. 42 803 A 
太 井 566 0.71 799 A 
新 堂 764 1. 01 758 B 
真福寺 264 0.36 738 B 
菩提・大饗 1200 1. 64 733 B 
丹 上 601 0.83 722 B 
立 部 381 0.55 695 B 
石原・小寺 1120 1. 64 685 B 
北余部 567 0.83 681 B 
今 井 316 。‘48 655 C 
南余部 308 0.48 649 C 
野 遠 463 0.72 647 C 
河 J日L 521 0.81 643 C 
岡 421 0.67 626 C 
黒 山 608 0.99 617 C 
上 回 699 1.13 617 C 
多治井 695 1. 28 544 D 
大 保 238 0.44 543 D 
阿 弥、 377 0.77 487 D 
西大塚 133 0.42 319 D 
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(156) 入間田宣夫 1980 I平安時代の村落と民衆の運動JIT"岩波講座 日本歴史4JJ
(157) 前掲書註5
(158) 越田賢一郎 1984 I北海道の鉄鍋についてJIT"物質文化Jl42など
(159) 菅原正明 1989 1"西日本における瓦器生産の展開JIT"国立歴史民俗博物館研究報告』第四集




(162) 拙稿 1992 I四国の煮炊具レポートJIT"中世土器研究』第64号
(163) 豊田 武 1933 I大山崎油神人の活動JIT"歴史地理」第62巻第5号。小野晃嗣 1989 I油商人と
しての大山崎神人JW日本中世商業史の研究』法政大学出版局 補註4参照
(164) 坪井 1970 前掲書註1
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73 近藤広 1990r古代の鋳造関連遺構と鋳型の発見JIF滋賀考古jJ4 
74 尾野善裕 1990r清水遺跡出土の鉄浮と三州平坂鋳物師JIF(財〉愛知県埋蔵文化財センタ一平成 2年
度年報』
75 新潟県教育庁文化行政課 1990 r寺前遺跡JIF新潟県埋蔵文化財調査だよりjJNo.6 
76 富山県埋蔵文化財センター 1990 r鉄の鋳造にかかわる遺物JIF埋文とやま』第30号
77 富山県埋蔵文化財センター 1990 r小杉町上野南遺跡群JIF埋文とやま』第31号
78 (財〉埼玉県埋蔵文化財調査事業団 1990 IF金井遺跡B地区現地説明会資料』
79 (財〉埼玉県埋蔵文化財調査事業団 1990 IF住宅・都市整備公団坂戸入西地区土地区画整理事業関連埋
蔵文化財発掘調査現地説明会資料 C足洗遺跡][金井遺跡B区JjJ
80 橋本奈保子 1991r辻遺跡J1埋蔵文化財発掘調査 1990年度年報jJ(財〉栗東町文化体育振興事業団
81 古川知明 1991 r富山市三熊内山窯跡JJr埋文とやま』第35号富山県埋蔵文化財センター
82 績伸一郎 1991 Jr日置荘遺跡発掘調査概要報告-HKS-9地点・堺市日置荘原寺町215-1ー」
(堺市文化財概要報告第21冊〉
83 五十川伸矢 1991 r中世白河の鋳造工房JIF京都大学埋蔵文化財調査報告jJIV 
84 栗原和彦ほか 1991r第121次調査JJr大宰府史跡平成2年度発掘調査概報』九州歴史資料館
85 浅尾忠明ほか 1991r上喜来蛭子~中佐古遺跡JIF徳島県埋蔵文化財センタ一年報 Vol.2 1990年度』
86 植山茂ほか 1991 Jr平安京左京四条四坊四町の調査概要』京都府京都文化博物館
87 福島県教育委員会・(財〉福島県文化センター 1991 IF山田A・山田B遺跡現地説明会資料』
88 奈良県立橿原考古学研究所付属博物館 1991 Jr大和を掘る』
89 鋳造遺跡研究会 1991Jr鋳造遺跡研究会資料』
90 入江正則 1991 IF日置荘遺跡(その 2-3・その 6)jJ大阪府教育委員会・(財〉大阪文化財七ンター
補註





























参考文献 年号 西暦 記事
和銅 1 708 従 5位土多治比真人二宅麻呂，催銭鋳司長官。
8 延喜17 917 京都府京都市深草道澄寺(河内様式)。
166 寛治5 1091 能登介時貞(河内国住人)，紀伊国高野山奥之院宝形・露盤。
『平安遺文』 保安5 1124 広階重任(専頭)
2007 
13 大治4 1129 丹治類友，奈良県成身院(神戸市徳照寺)
11 i呆延7 1141 丹治O(散位)，奈良県金峯山寺(奈良県吉野町廃世尊寺)。
広階頼。(散位)，依0，奈良県金峯山寺。
「平安遺文』 久安2 1146 広階信時，入上郡野遠萩原里35坪 1反を頼円から鉄120斤で購
2589 人。
11 永暦 1 1160 船是守(散位)，奈良県金峯山寺(奈良県廃世尊寺)。
註2網野1982 永万 I 1165 蔵人所小舎人，惟宗兼宗は狭山郷の鋳物師に燈炉以下鉄器供
御人を設置，番頭を決める。
網野A-1・2， 仁安2 1167 河内国直0，若王寺懸仏。蔵人所牒「興福寺領日置荘，雑役
『大阪府史』 免除」。




「でロ台三ロ日~~ 承安4 1174 日置荘作手が「造内裏役」免除要求
『平安遺文~ 3688 承安5 1175 広階近重(頭領)
15 安元2 1176 和歌山県高野山延寿院(和歌山県美里町泉福寺) (河内様式)
「醍醐寺雑事記~， 寿永 2 1183 草部是助，上醍醐湯釜，鉄800庁。三宝院湯釜，鉄210斤。是
137， 138 助(大工散位)，是弘(大工長)，肋延(大工)，小工11人，東大
寺大仏修理。
r .t也名辞典」 元暦1 1184 草郡信明，河内国布忍寺。
1027 建久7 1196 広階忠次(忠光子)，神奈川県極楽寺








r{:変乗房重i原 建仁3 1203 草部是助(河内権守)，備前より畠t也子の中から麦100石と船賃
史料集成』 7石をもらう。
22， 23 承元4 1210 丹治則高，和歌山県高野町金剛三味院。和泉一宮天光大明神
(京都府宇治市) (河内様式)。
rj也名辞典』 建暦 1 1211 古文広階延忠先祖相伝の地(丹南郡黒山郷河辺里)23坪 1反。






『建保度長谷寺 建保7 1219 丹治則俊，奈良県長谷寺大鐘竜頭，片裏金鼓2など，絹5切
再建記録』 れを給う。
26 承久3 1221 大阪府狭山庄内O勝寺(和歌山県弘法寺) (河内様式)。草部
助延(筑前権守)六波羅御教書。
27 貞応3 1223 土師宗友(散位)，讃岐国金蔵寺(香川県千光寺)。
32 寛喜3 1231 土師宗友(大工散位)，近江国己高山(滋賀県日吉神社)。
1040 貞応1 1232 大中匡弘兼(大工)，河内国八上郡金太郷得勝寺
1044 文暦1 1234 草部信(延)時(東大寺)，河内布忍寺。













36， 1048 l寛元5，宝 1247 山川助i青(東大寺大工散位)，美濃国清水寺(愛知県八社神
i台1 社)。佐山太郎，鹿児島県飯倉新富。




41 建長3 1251 丹治国忠(大工河内国)，愛媛県丹原町興隆寺
44 建長7 1255 丹治助利(山口)，山口県平生町般若寺
1057 建長8 1256 広階重守，下総国金光明寺。
46， 1059， 1060 正嘉1 1257 丹治国忠(大工)，京都府加茂町j毎住山寺。国光，茨城県松原
村荒川八幡。助利(山口)，山口県大内村興隆寺。
47 文応1 1260 丹治久友・真重(新大仏大工)，武蔵国新日吉山王宮。








1067 文永3 1266 広階重永(長)，上総国真行寺。中原光氏を左方作手惣官職と
した蔵人所牒の大府宣。
網野参一 7 文永 4 1267 中原光氏(在方惣官)が鎮西鋳物師を掌握。
「一大阪府史」 文永5 1268 丹治国則(大工左馬允)，近江新日吉社。
1072 文永11 1274 山川助永(大工)，摂津国盛福寺。
236 
参考文献 |年号
58， 60 I建治 1
61， 62， 1077 建治3
66， 67 弘安3
70 弘安6



























































































































































































Sites of Settlements of Craftsmen m Tannan m the Middle Ages 
SuKIGARA Toshio 
The area in and around Mihara Town in Kawachi County, Osaka, is known as the 
home of the "Kawachi iron founders", who were active from the later Heian Period to 
the Period of the Northern and Southern Dynasties. Studies on this region have been 
made mainly based on inscriptions on stone monuments, and bibliographical materials; 
however, as excavational investigations in this region have progressed, founding sites and 
contemporary settlement sites have been discovered, enabling studies to be made from 
an archaeological approach. 
Now, most founding sites from the Nara Period onward which have so far been 
investigated were for the most part annexed to temples or provincial government offices, 
and the main objects of analyses have been earthen pits for temple- bell casting, furnaces, 
molds connected with Buddhist alter fittings, and slag. However, from founding sites in 
Tannan, Kawachi, fragments of molds for cooking pots etc., furnace walls and slag have 
been excavated from groups of structures that constituted ordinary settlements; traces 
of foundry-related facilities have also been detected from some of them. These were 
found within the sites of medieval settlements accompanying foundry facilities. It is also 
highly possible that the settlement sites in this region are closely related to the records 
that Tannan, Kawachi, was the home of iron founders. 
On the basis of the above assumption, the author, in this paper, focuses on the 
settlement of craftsmen as he reconstructs the medieval villages of Tannan, and considers 
how they related to the special social being of Kawachi iron founders shown in the 
results of bibliographical studies. 
This study can be divided into two parts, on medieval villages and on founding sites. 
In the former, the author restores the environment in which villages came into being, 
by means of historical geography and scenic restoration assuming conditions of irrigation, 
and also restores the location and scale of villages, and their movement from the Ancient 
to the Modern Period, using bibliographical records and quantitative analysis of sites. 
In the latter, the author picks out the characteristics of remaining structures through an 
arrangement of founding sites nationwide, and those of remaining articles through an 
examination of the Hioki-no-sho Site; he also points out the importance of non-fixed 
type earthen pits and warehouse space in founding works, and the special distribution 
system of the iron founding qroups. 
These analyses made it clear that the villages in Tannan probably had at least two 
different processes of change according to the different conditions of the environment in 
which they came into being, and that the same trend can be seen in the ironfounding 
settlements that were attached to them. Concerning this hypothesis, the author presents 
an example of the reconstructed scenery of an iron founders' village, modeled after the 
Hioki-no·sho. This will probably be taken up as a matter for sociological restoration and 
examination, together with the question of its relation with the two lineages of Tannan 
iron founders. 
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